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 今年５月、当センターの訓練所とエスコアハーツの２F

作業場との間の仕切り壁が完成しました。工場の構造上

「仕切り壁」は約３ｍエスコアハーツ寄りに造られまし

た。当センターでは就労継続支援事業（B型）の強化方

針を背景意に、「仕切り壁」の完成を好機と考え、持ち主

であるノーリツに賃貸スペースの拡大を要請しましたと

ころ、エスコアハーツも交え協議が行われ、スペース拡

大の必要性を承認していただくことができました。 

←白いテープで囲われたエリアが拡大されたスペース 

求人先企業の倉庫で実習中の Kさん 

 

 

 

 

 

 

 

今年度４人目となる就労者が生まれまし

た。実習終了日に内定を受け取った K さん

は翌 9月 30 日当センターに出所し、急きょ

当センターで準備した「就職を祝う会」で

スタッフや利用者から祝福を受けました。 

 K さんが当センター入所してきたのは、

今年の４月でした。K さんは特別支援学校

を卒業前に一度就職が内定していたのです

が、内定先で起きた突然の出来事で内定が

取り消されるという不運に遭遇しました。 

 一度内定をもらっただけに就労意識も高

く、とても素直な性格で、訓練に取り込む態度も非常

にまじめでした。裏腹に気が小さいところがあり、判

らないことに対してもっと堂々と疑問をぶつけるこ

とや、自分

自身に自

信を持っ

て行動す

ることを

促してき

ました。 

８月末

にハロー

ワークから求人情報を入手しました。入所後まだ日も

浅いことから Kさんや父兄の意向を確認の上、現場経

験を積むことを重視してのエントリーを行いました。 

 ９月初旬より早速現場実習がはじまりました。先方

の要望もあり、実習は２種類の仕事をそれぞれ２週間

ずつ行うというものでした。Kさんにとっては緊張の

一か月となり、かなり疲れた様子でしたが最後まで頑

張りました。 

 実習終了後、先方からすぐに内定の通知が入りまし

た。当センターとしては、入所後まだ半年しか経って

おらず、スタッフからはもう少し訓練を行なった方が

良いのではとの意見もありましたが、本人と父兄の就

労希望が非常に強く送り出すことにしました。 

 Kさんの最後の出所日となった９月３０日には「就

職を祝う会」を行いました。あまりにも急に就職が決

まり、Kさんはかなり戸惑った様子でした。毎日自転

車で片道５０分かけて訓練に通い、入所時より５キロ

もスリムになったＫさんに対して、理事長は「心も体

ももっと強くならないと！」と激励しました。 
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米村指導員から記念品を受け取る K さん 


